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芥川龍之介 



小 田 原 熱 海 間に、 軽便鉄道 敷設の 工事が 始まった の 

は、 良 平の 八つの 年だった。 良 平 は 毎日 村 外れへ、 そ 

の 工事 を 見物に 行った。 工事 を —— といった ところが、 

- こだ 

唯 トロ ッ コで土 を 運搬す る それが 面白さに 見に 

行った ので ある。 

うしろ たたず 

トロッコの 上に は 土工が 二人、 土 を 積んだ 後に 佇 

んで いる。 トロッコ は 山 を 下る の だから、 人手 を借リ 

あお 

ずに 走って 来る。 煽る ように 車台が 動いたり、 土工の 

はんてん すそ 

袢 天の 裾が ひらつ いたり、 細い 線路が しなったり —— 

良 平 はそんな けしき を 眺めながら、 土工に なりたい と 

思う 事が ある。 せめて は 一 度で も 土工と 一 しょに、 ト 



見ても、 土工た ちの 姿 は 見えなかった。 三人の 子供 は 

恐る恐る、 一番 端に ある トロッコ を 押した。 トロッコ 

そろ 

は 三人の 力が 揃う と、 突然 ごろり と 車輪 を まわした。 

良 平 はこの 音に ひやりとした。 しかし 二度目の 車輪の 

音 は、 もう 彼 を 驚かさなかった。 ごろり、 ごろり、 I 

I トロッコ はそう 云う 音と 共に、 三人の 手に 押されな 

がら、 そろそろ 線路 を 登って 行った。 

けん こうばい 

その内に かれこれ 十 間 程 来る と、 線路の 勾配が 急に 

なリ 出した。 トロッコ も 三人の 力で は、 いくら 押して 

も 動か なくなった。 どうか すれば 車と 一 しょに、 押し 

戻されそう にもなる 事が ある。 良 平 はもう 好い と 思つ 



見ようと 思った 事 はない。 唯 その 時の 土工の 姿 は、 今 

でも 良 平の 頭の 何処かに、 はっきりした 記憶 を 残して 

ほの 

いる。 薄明り の 中に 仄めいた、 小さい 黄色の 麦藁 帽、 

としごと 

—— しかし その 記憶 さえ も、 年毎に 色彩 は 薄れる らし 

ヽ 

レ 

のち 

その後 十日 余リ たつてから、 良 平 は 又た つた 一人、 

ひる 

午過ぎの 工事 場に 佇みながら、 トロッコの 来る のを眺 

ほか まく らギ J 

めて いた。 すると 土 を 積んだ トロッコの 外に、 枕木 を 

積んだ トロッコが 一 輛、 これ は 本線になる 害の、 太い 

線路 を 登って 来た。 この トロッコ を 押してい るの は、 

二人とも 若い 男だった。 良 平 は 彼等 を 見た 時から、 何 



やす 

だか 親しみ 易い ような 気がした。 「この 人 たちならば 

叱られない」 —— 彼 はそう 思いながら、 トロッコの 側 

へ K けて 行った。 

「おじさん。 押して やろう か？」 

しま 

その 中の 一 人、 —— 縞の シャツ を 着て いる 男 は、 

う つむ 

俯向きに トロッコ を 押した まま、 思った 通り 快い 返事 

をした。 

「おお、 押してく よう」 

良 平 は 二人の 間に はいると、 力一杯 押し 始めた。 

「われ は 中中 力が あるな」 

た まきたばこ はさ 

他の 一 人、 —— 耳に 巻 煙草 を 挟んだ 男 も、 こう 良 平 



五六 町 余り 押し 続けたら、 線路 はもう 一 度 急勾配に 

なった。 其処に は 両側の 蜜柑畑に、 黄色い 実が いくつ 

も 日 を 受けて いる。 

みち い つ 

「登 リ路の 方が 好い、 何時までも 押させて くれる から」 

良 平 はそんな 事 を 考えながら、 全身で トロッコ を 

押す ようにした。 

くだ 

蜜柑畑の 間 を 登りつ める と、 急に 線路 は 下りに なつ 

た。 縞の シャツ を 着て いる 男 は、 良 平に 「やい、 乗れ」 

と 云った。 良 平 は 直に 飛び乗った。 トロッコ は 三人が 

こお、：' あお す.. \ 

乗り移る と 同時に、 蜜柑畑の 匀 を 煽りながら、 ひた ヒ 

りに 線路 を 走り出した。 「押す よりも 乗る 方がず つと 



頑丈な 車台の 板に、 跳ね かえった 泥が 乾いて いた。 

少時の 後 茶店 を 出て 来しな に、 巻 煙草 を 耳に 挟んだ 

男 は、 (その 時 はもう 挟んで いなかつ たが) トロッコの 

側に いる 良 平に 新聞紙に 包んだ 駄菓子 を くれた。 良 平 

は 冷淡に 「難 有う」 と 云った。 が、 直に 冷淡に して は、 

相手に すまない と 思い直した。 彼 は その 冷淡 さ を取リ 

繕うよう に、 包み 菓子の 一 つ を 口へ 入れた。 菓子に は 

新聞紙に あったら しい、 石油の 匀 がしみ ついていた。 

ゆる 

三人 は トロッコ を 押しながら 緩い 傾斜 を 登って 行つ 

た。 良 平 は 車に 手 を かけて いても、 心 は 外の 事 を 考え 

ていた。 



が 気でなかった。 往 きと 返りと 変る せいか、 景色の 違 

うの も 不安だった。 すると 今度 は 着物まで も、 汗の 濡 

れ 通った のが 気になつ たから、 やはり 必死に 龃け 続け 

みちばた 

たなり、 羽織 を路 側へ 脱いで 捨てた。 

蜜柑畑へ 来る 頃に は、 あたり は 暗くなる 一 方だった。 

「命 さえ 助かれば —— 」 良 平 はそう 思いながら、 、にって 

もつ まずいても 走って 行った。 

ゆうやみ 

やっと 遠い 夕闇の 中に、 村 外れの 工事 場が 見えた 時、 

良 平 は 一思いに 泣きた くな つた。 しかし その 時 もべ そ 

はかいた が、 とうとう 泣かずに K け 続けた。 

彼の 村へ はいって 見る と、 もう 両側の 家家に は、 電 



に 9 塵 労に 疲れた 彼の 前に は 今でも やはり その 時 

のように、 薄暗い 藪 や 坂の ある 路が、 細細と 一 すじ 断 

続して いる。 
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